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（成果情報名）サイレージ用トウモロコシの品種比較 

［要約］ 

 県奨励品種改訂のため、市販品種を中心に飼料用トウモロコシの品種比較試験を行ったとこ

ろ、RM110以下の品種はLG3520、RM111～120の品種は31P41、RM121以上の品種はC980が多収

であり、倒伏や病害の発生も比較的少なく良好な成績を示した。 

（実施機関・部名）神奈川県農業技術センター畜産技術所    連絡先 046-238-4056 

［背景・ねらい］ 

 県奨励品種改訂の基礎資料とするため、市販されている品種を中心に飼料用トウモロコシの品

種比較試験を行った。 

［成果の内容・特徴］ 

1 飼料用トウモロコシ 21 品種（表 1）を 5 月 6 日に播種して黄熟期で収穫した。供試品種

は、RM により 110 以下、111〜120 及び 121 以上の 3 つのグループに分け、それぞれの

グループ内で生産性等について比較した。 

2 倒伏の平均は 34.9％で、例年に比べて多かった。KD670 及び ZX4101 は 2％以下で耐倒伏性に

優れたが、SH3815 は 92.1％と特に多く発生が認められた（表 2）。 

3 病害は、根腐病が発生し平均は 9.6％で例年より多かった。ゆめそだちは 42.3％と特に多

く発生が認められた（表 3）。 

4 TDN 収量の平均は 136.3kg/a で、RM110 以下の品種は LG3520 が 137.1kg/a、RM111～120 の

品種は 31P41 が 164.4kg/a、RM121 以上の品種は C980 が 153.9kg/a と多かった（表 4）。 

5 以上のことから、RM110 以下の品種は LG3520、RM111～120 の品種は 31P41、RM121 以上の品

種は C980 が多収であり、倒伏や病害の発生も比較的少なく良好な成績を示した。 

［成果の活用面・留意点］ 

1 試験期間の気象状況は、気温は記録的な猛暑となり平年より高く、降水量は平年より少なく、

日照時間は平年より多かった。 

2 7 月 26 日に突風を伴った激しい雨の影響により倒伏及び折損が発生した。 

3 31P41 は、乾物収量が多く、根腐病抵抗性に優れるため、新たに奨励品種に選定された。 

［具体的データ］ 
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